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はじめに























































　私がこころのケア班として派遣されたのは 4月 18 日























































　こころのケア第 10 班は総勢 13 名の編成であったの
で、総合リーダと主事 1名でペアを組み、残り 10 名を
4グループにわけ活動した。
　10 班が担当した避難所は 6エリアの鹿妻・渡波地区






























08：00 ～ 8：30　 巡回前のこころのケア班のミーティン
グ 
　　　　　　　　前回の活動記録を本社へ報告　　　 
09：00 ～ 10：00　 市役所内、石巻市健康推進課の保健
師とミーティング　　
10：00 ～ 12：00　避難所の巡回　前後にミーティング
12：00 ～ 13：00　昼食 
13：00 ～ 15：00　避難所の巡回　前後にミーティング




18：00 ～ 18：30　 石巻合同救護ミーティング　総合リ
ーダーと各グループリーダが参加 
18：30 ～ 21：00　活動報告書作成・その他 
































































































































































































































（金吉晴編「心的トラウマの理解とケア 第 2 版」じほう より）
― 29 ―
豊田看護大学紀要 7巻 1号　2012
た救護班の活動を 1枚のポスター形式にまとめて院内に
掲示した。職員だけでなく、外来患者さんや院内に出入
りする業者の方々にも被災状況と当院の活動を理解して
頂いた。
おわりに
　災害現場は人生観が変わるほどの衝撃でした。自然の
偉大さ怖さを身にしみて感じるとともに、日本人の粘り
強さ、たくましさ、人間ってすてき等、再確認した救護
体験でした。今回の救援活動を通して一人の力では解決
できない問題が、いろんな職種の方々と同じ目的を持っ
て事に当たり、「つないでいく」ことが線となり面とな
って期待する効果を発揮でき、解決に導いていけること
を身でもって体験できた。
　あらためて、赤十字の使命を共有する仲間との連帯感
を強く、強く感じることができた。

